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岩手県福祉サービス第三者評価の結果

１ 第三者評価機関

	名　称
	社会福祉法人

岩手県社会福祉協議会
	認証番号
	第２号

	所在地
	盛岡市三本柳8－1－3
	評価実施期間
	平成20年７月１０日～１０月２７日


２　事業者情報

	事業者名称：和光学園
（施設名）　
	種別：児童養護施設

	代表者氏名：理事長 千葉　　弘

（管理者）　施設長 菅野　八重子
	開設年月日　　昭和２６年３月３１日

	設置主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団

経営主体：社会福祉法人　岩手県社会福祉事業団
	定員（利用人員）

　　　　　　　５６　名

	所在地：盛岡市青山1丁目２５－２
TEL ０１９－６４７－２１４３
FAX ０１９－６４７－２８４２


３ 総評

	◇ 特に評価の高い点

○地域に開かれた施設　
学園が地域の一員として地域の行事や、スポーツ関係等の組織にも参加交流し、積極的に活動をしていること。又、学園の改修にあわせ「地域交流室」を設置し計画的に地域の子供会、婦人会、町内会、老人クラブなどの地域交流活動の拠点の場として共有されていることを評価したい。

◇ 改善が求められる点

 ○利用者満足の向上を意図した組織的な体制・仕組みの強化　
利用者を尊重する姿勢に基づいた「利用者満足を意図した仕組みの整備」「利用者満足の向上に向けた
具体的な取り組み」の実践が求められる。例えば、責任者の設置、関係職員の検討会などの組織的な体制
や仕組みを強化する必要がある。


　４ 第三者評価結果に対する事業者のコメント

	和光学園は、平成１８年度に引き続き2度目の福祉サービス第三者評価の受審となりました。

　今回の受審では、子どもたちが明るく元気に生活しており、家庭的な雰囲気の中、子どもと職員の信頼関係が成立していること、施設機能が地域に提供され、地域の子育て活動の拠点となっていることについて高い評価をいただきました。

　一方、改善が必要な点として、急増する被虐待児童への個別の対応に負われ、基本的マニュアルが明文化されておらず、統一した支援内容の規定がないことが指摘されました。今後、児童への適切な福祉サービス実践のためには、いつ、誰もが、即対応できるようなマニュアルの作成と整備が求められました。また、児童の満足度の向上に向けた具体的な取り組みの弱さが指摘されました。

今回の評価結果によって、当園の福祉サービスの課題がより明確となったことから、早急に対策を立
て、今後の子どもたちへの福祉サービスの充実に努めてまいりたいと思います。


５ 各評価項目にかかる第三者評価結果

　（別紙）
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